
を活かす」をテーマに模索、自主的に学び合う。

チームごとに一年を掛けプロジェクトをつくっ

ていく。

 「さくらの時期にはイベントがたくさんあるの

に、秋のイチョウに注目したものはない」と考え

た織組のメンバーは、企画内容をつめる中でま

ちづくりの担い手や大学生らと出会い、試行錯

誤を重ねて準備を進めたという。

 「実際に何かをやろうという時に、地域に助け

てくれる人たちがいることに気が付けた」「色々

な地域の活動や居場所にご縁ができた。あちこ

ち顔を出したりして、自分の暮らしと地域がよ

り近づいたし楽しくなった」などと振り返る。

　一年間で得たものを日常に持ち帰り、生徒た

ちが自分の街や生活でどう活かすのか。その続

きが楽しみだ。
発行：くにたち地域コラボ

〒186 -0003　国立市富士見台 1-7-1 富士見台第一団地1号棟1F
TEL / FAX：042-573-1023  受付 13:00 -17:00 （月・火・木・金）
E-mail：info@kunitachicollab.com  URL：https://www.kunitachicollab.com

　昨年11月、イチョウの葉で黄色く染まる国立

の美しい秋を楽しもうと、遊び場イベント「Play 

ICHO」が開催された。JR国立駅前の旧国立駅

舎、富士見台第一団地のたまご広場、東にある

中本達也・臼井都記念芸術資源館の3カ所が

会場となり、イチョウのプールも出現。落ち葉

でバラやチョウをつくるワークショップなど、2

日にわたってさまざまな企画が行われた。イ

チョウとたわむれる子どもたちの元気な姿と

童心に返る大人の笑顔が街なかにあふれ、素

敵な催しとなった。

　手掛けたのは、つくし文具店「ちいさなデザ

イン教室」の10期生、織組の生徒5人。デザイ

ン教室とは、店主でプロジェクトデザイナーの

萩原修さんが2012年から始めた面白い学び

場。毎年、年齢も職業も異なる25人程が5つの

組に分かれて参加し「くらしやしごとにデザイン
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JR 南武線  谷保駅より徒歩5分
JR 中央線  国立駅よりバス
　　　　   「第一団地」下車

プラムジャムは、国立市の中間支援組織「くにたち地域コラボ」
が運営および拠点とするコミュニティスペースです。会員登録の
受付や、NPOなどの地域活動に対してさまざまな支援を行います。
どうぞお気軽にお越しください。

クミ
タテ

　JR谷保駅のすぐそばに、2021年
7月にオープンした「ニコノマニマニ
雑貨店」。ムーミンやMOZなどお馴
染みのキャラクターをはじめ、北欧
ブランドの食器類、小物や文具、そ
してお店のロゴ「ニコちゃん」「マニ
ちゃん」を使ったオリジナル商品な
どを販売しています。
　オーナーは谷保在住で、本業が
ウェブデザイナーの飯田二朗さん
と、奥様のいづみさん。谷保は二朗
さんの地元で、最初はオンラインス
トアからスタートしたものの、「お客
様の本当のニーズを感じるために
は対面販売も必要」と、倉庫を兼ね
た実店舗も始めることに。

　木材が基調の店内は、スローな
時間が流れる居心地の良いカフェ
のよう。シックな色から目を引く鮮
やかなアイテムまで、遊び心ある
ディスプレイが、眺めているだけで
も楽しい気持ちにさせてくれます。
  「本業も雑貨屋も自由な発想で楽
しく、おもしろく展開していきたい」
と語る二朗さん。店内の棚のいくつ
かは手作りで、お店のロゴは娘さん
が発案し、イラストを描くのが得意
なスタッフさんが描いたもの。
　日々の暮らしををニコニコさせて
くれるアイテムを見つけに、ふらり
と立ち寄ってみませんか？

● ひらくスペース
● ひなた英語教室
● りんごのほっぺ科学あそび教室

23

　くにたちカルタは、国立の風景や歴史、暮らし
などが詠み込まれた郷土カルタ。2011年、公募
で集まった1,144句の中から、ボランティアセン
ター運営委員会で46句を選び、絵札は中学生か
ら国立ゆかりのプロまでが一人一枚ずつ描いて
完成したものです。
　普通にカルタ遊びができるのはもちろん、地
域のイベントでは毎年のように競技カルタや
ジャンボカルタ大会が開かれ、公式審判員養成
講座に参加した多くのボランティアや高校生、学
生が審判員としても活躍。かつてカルタ大会に
参加した小学生が中学生になり、今度はボラン
ティアとして企画運営に関わるなど、地域活動の
きっかけにもなっています。
　この街をもっと好きになるこのカルタ、プレゼ
ントにもご家庭の団欒にもおススメです。（税込
み1,050円）
問合せ・販売元 
国立市社会福祉協議会
国立市ボランティアセンター
☎ 042-575-3223
［メール］ info@kunitachi-vc.org

国立の歴史や暮らしがわかる
『くにたちカルタ』

［場所］東京都国分寺市西町
2-21-7
［メール］info@tsu-ku-shi.net
［WEB］ちいさなデザイン教室 
nicchoku.net
つくし文具店 tsu-ku-shi.net
     ちいさなデザイン教室

Information
年会費：正会員 2,500円 
                利用会員  500円

利用会員

2021年度の新規会員
（2021年9月～2022年3月）

国立市富士見台 1-17-24
JR 南武線谷保駅 徒歩 1分
12:00～19:00（月・日・祝を除く）
☎ 042-505-7321
［WEB］https://niconomanimani.com/
          niconomanimani

ニコノマニマニ雑貨店

イベント風景と織組メンバー（左から）鳥山大介さん、土屋紀子さん、三島麻美さん、岩﨑瑛美さん、中村美貴子さん。

Facebookも
チェック！

第一団地
バス停

Check!

笑顔が見つかる雑貨屋さん
ニコノマニマニ雑貨店

URL

instagram
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＊新型コロナウイルス感染予防等の理由により、
講座開催が延期・中止になる場合もありますの
で、詳しくは事務局にお問い合わせください。

PC、スマホ、タブレット
お困りごと相談（オンライン＋教室）
毎月第2・4水曜  
10：00～12：00  無料
講師：隈井裕之 
（国立せいさく所）
＊教室参加は条件あり、
詳しくは講師まで

English Morning
英語で昔話を読んでみよう！
第4金曜
10：00～11：30
1回1,500円
講師：長部明香（英語講師）

水 土

金

キホンのデッサン
毎月第2・第4土曜
10：00～12：00      
1回分1,000円  
講師：山内唯志（まちかどデッサン会）

ロザルバの楽しいイタリア語
毎月第1・第3土曜　
各クラス月2回 3,000円
① 中級クラス 10:00～11:00
② 初級クラス 11:00～12:00
※月一回水曜フリートーク　
　10:00～11:00（1,500円） 
講師：ロザルバ・ディ・メッリオ
         （イタリア語講師）

ごぜん塾で新しい学びのきっかけをつくろう！
富士見台 まち

かど

楽しく絵手紙
毎月第４月曜日 （キャンセル待ち）
10：30～12：00 １回700円 
講師：図師チヨ
（日本絵手紙協会 公認講師）

もう一度、書道にチャレンジ！
毎月第1・3又は第２・４火曜
10：00～11：30
月2,800円
講師：山根浩子（i-ze） 

火

月

新型コロナ感染拡大防止につとめ、定員を減らして開催します。
月曜から土曜まで、日替わりで楽しく学びませんか。
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　昨年秋に、会員の「地域ケア・イノーベーショ

ン」の方から「国立市はヤングケアラーについ

て対応する窓口がないようだ」という相談があ

りました。それならみんなで勉強しようと、市

民、社協、行政の協働で企画が進み、オンライン

を含めて71名の参加を得て開催した今年の

研修会。

　第一部の講演会では講師の堀越さんから、

いわゆる家事手伝いと異なり、多くの時間を

きょうだいや親、祖父母の病気や介護、家事な

どに費やしている子どもたちの実態とその背景

が紹介されました。

　また当事者の高岡さんによる9歳からの24

年間にわたるケアラー体験では、その辛かった

日 と々ともに家族によりそう気持ちが語られ、

　「物置として借りたアパートのスペースが
余ったので何かやってみようか」そんな感じ
でグラフィックデザイナーの𠮷田了介さんが
始めた「セカンドホーム まんまのま」。友人
と鍋会や読書会を楽しむ場所として出発した
まんまのまを「誰かの居場所になれば」と動
き出した。最初に企画したボードゲーム交流
会にいつしか隣町の高校生や市内在住の若
者から親子連れ、女性まで集まる憩いの場
に。また近くの東福祉館で自分の体の状態
に意識を向ける「気づきごっこ」という体操
も開催して80代の方まで参加している。

　次に使い古しのMacで本業のデザイン
スキルを教える勉強会や、コロナ禍が明け
たら食事もできる場にしたいと考えている。
　「小学生の頃は内向的な性格だった」と話
す𠮷田さん。まんまのまの運営についても、
「困っている人を助けようとか考えてない。自
分が楽しいと思うことをやっているだけ」と
語る。そんな肩の力が抜けるような𠮷田さん
の振る舞いと、古い木造アパートに漂う昭和
感が、まんまのまを訪れる人に安らぎを与え
ているのだろう。あなたもこの場所に来て、
ありのままの時間を過ごしてみませんか。

セカンドホーム「まんまのま」 𠮷田了介
［電話］ 042-571-2732
［メール］ twnet@festa.ocn.ne.jp
 ※要件見出しに「まんまのま」とご記入ください。
[URL] http://bdweb.jp/manmanoma/
全て参加無料、要予約。
開催予定など詳しくは
サイトをご確認ください。
右のQRコードより

Information

Pick Up!  会員紹介 やりたいこと、得意なことを活かして
地域で始まった新しい居場所。それぞれの魅力をお伝えします。

「自然な呼吸」に気づく場所 まんまのま

 南向きの大きな窓から差し込む陽光と木目
調のインテリアが落ち着いた調和を見せる場
所「ひらくスペース」。その名の通り、誰にでも
ひらかれたコワーキング・イベントスペース
として昨年12月に谷保駅前にオープンした。
中には自分のお気に入りの書籍などを並べて
置けるレンタル本棚が設置してあり、本を手
にとった利用者同士の対話が生まれるように
デザインされている。
　「ひらかれた場所での人の交わりの中で偶
然生まれる、自分ひとりではきっと生み出せ

なかったような出来事に出会うのが面白
い」と語るのは運営代表の齋藤亮太さん。
大学で政治哲学を学び、現在も政策・戦略コ
ンサルタントの仕事もこなす彼は、ひらくス
ペースが社会に必要な「公」の場として谷保
のまちと共に成熟していくことを夢見る。最近
ではインドカレー作りやヨガのイベントを企画
する利用者が現れ、その意外性あふれるアイ
デアにワクワクしているのだとか。
　本棚スペースでは新刊の販売も。まずは
本屋としてふらっと覗いてみては。

［メール］office@hiraku.org
[URL] https://hiraku.org/
[アクセス] JR南武線谷保駅北口から徒歩2分 
国立市富士見台1-17-25 V.I.P ビル 3 階

Information

ひらくスペース 本と対話と偶然と

  「小学校教諭として理科を教えていた時、
勉強と暮らしが離れていき、学習に興味を失
いそうになる子どもたちの顔を何度も見まし
た」と教室を運営する井龍あい子さん。
  「理科をもっと身近に感じて楽しんでほし
い！」との思いで開いた教室のこだわりは、
暮らしと科学を結びつけて小さな発見や感動
を共有すること。重曹とクエン酸を使ったバ
スボム作りや、百均グッズとトイレットペー
パーの芯で作る万華鏡など、身の回りにある
身近な材料を題材にしている。

  「参加してくれた子どもたちが楽しめるよう
に、どうやって内容を展開していくか考えて
いる時が一番楽しいです。毎回すごく緊張
するけど、始まると楽しくて忘れちゃう」と
話す井龍さん。
　毎回ワクワクさせる内容に、子どもたちも
興味津々で目をキラキラさせながら楽しそう
に参加している。「ちょっと視点を変えること
で、暮らしをちょっと面白く」という思いの
つまった科学あそび教室に、ぜひ参加してみ
ませんか。

りんごのほっぺ科学あそび教室
井龍（いりゅう）あい子
隔週の水曜日『谷保のネオおばあちゃん
家』等を会場に開催中詳しくは           から
ringo.no.hoppe.science
お問い合わせ
［メール］ringo.hoppe.science
                @gmail.com　

Information

子どもとの暮らしを科学の力でおもしろく
りんごのほっぺ科学あそび教室

日時

場所

講師

2022年2月6日(日)
13:30～16:00   参加無料
KFまちかどホール（25名）
＋オンライン参加（46名）
堀越栄子さん(日本女子大学名誉教授、
　　　　        日本ケアラー連盟代表理事)
高岡里衣さん(日本ケアラー連盟
                       スピーカーズバンク登録者)

10:00～12:00場所：プラムジャム

初めて知るヤングケアラーの複雑な事情に心揺

さぶられた参加者も多かったようです。

　第二部では、会場もオンラインでも小グルー

プに分かれてトーク。時間が足りないくらい熱

い議論がかわされました。

　この日は市民のほか、民生委員、市議会議

員、行政職員や他市の担当者も参加されてい

ました。中学高校のクラスに1～2人といわれる

ヤングケアラー。支援が必要にもかかわらず、

家族を支えることで精いっぱいで、周囲の理解

もまだまだ得られていないこともわかっていま

す。まずはその事実を知ることから、そして地

域でできるサポートについて、学校などとも情

報共有しながら一緒に考えていけたらと思い

ます。

   共催 : くにたち地域コラボ、国立市社会福祉協議会、国立市まちの振興課

告知チラシ 会場風景

堀越さん
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